
  

  

 

WEEKLY COMMUNICATION
Rotary Club of Chiba-West

国際ロータリー第2790地区 第3グループ
千葉西ロータリークラブ

創　立　1976年1月20日　　承　認　1976年2月25日
会　長　今　野　文　明　　　　　幹　事　本　橋　和　也
例会場　千葉スカイウインドウズ 東天紅　センシティタワー23階
　　　　TEL 043-238-5555
例会日　毎週火曜日 12:30～
事務局　千葉市中央区新田町12-1　トーシン千葉ビル7階
　　　　TEL 043-245-3202　FAX 043-245-7522
　　　　E-mail：chibawestrc@wrpc.co.jp
　　　　URL：https://www.chibawest-rc.net/

   地区スローガン ： 「 Love Other Spirit ～繋ごう次世代へ 夢ある未来に向けて～ 」
クラブ方針 ： 「 豊かな心を持とう！ 今こそ『絆』 」

■ 会長挨拶 /今野文明 会長
　皆様、本日は大変お忙しい中「会長幹事慰労激励会」にご参加を頂き、誠にありがとうございます。
　本当に早いもので、本年度最終例会となりました。本年度も一年間「コロナ」という強敵との戦
いに終始致しました。一年を振り返りますと、皆様には「感謝」という言葉しか見当たりません。
　年当初は、コロナのトンネルを抜けたら、またトンネル、そして変異ウイルスの変化、この厳しい
コロナ禍が続き、毎日言われている｢三密｣もそうですが、いろいろな意味で分断されている今こそ、
改めて人との出会い、結びつき、繋がりを大切にしていく一年間にしたいという強い思いから、本年
度の会長方針を「豊かな心を持とう！今こそ『絆』」とさせて頂きました。
　この長いようで短い一年間で「絆」とは、作ろうとして作れるものではなく、自然と生まれてくる
もので、また深めるものだということが、この一年間で分かりました。
　私は「一生懸命」という言葉が大好きです。結果はどうであれ、一生懸命やっている姿は、人を
引き付けるし、嘘がないと考えています。
　このコロナ禍で、会長として心が折れそうな時、新任の委員長の皆さんをはじめ、多くの方々の一生懸命な姿に元気と
勇気を貰い、最後まで諦めること無く「会長職」を全う出来たと思っています。後程、離任挨拶もありますので、この位に
させて頂きます。
　皆様、一年間本当にありがとうございました。

■ 四つのテスト/ 本橋和也 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ お客様
 ・劉　子悦 くん（前米山奨学生））
 ・金　慧媛 さん（米山奨学生）
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■ 歴代会長幹事会　代表世話人挨拶　海寶勘一 会員
　今野文明会長と本橋和也幹事には、この一年間コロナ感染禍の制約ある中で、クラブ運営に対し
適切な判断で大きなリーダーシップを発揮くださり、誠にありがとうございました。各委員会活動に
携わって下さった会員皆様にも併せてお礼と慰労を申し上げます。野口アキ子会長年度の下期からコ
ロナ感染が本格化して以来、藤﨑会長年度と今野会長年度の 3 年間に亘って感染予防対策が続いて
います。その中で思う様にクラブ例会が開催できず、事業計画通りに委員会活動ができないことが無
念でした。それでも今野会長は常に適切な判断で懸命に対応下さり、常に真剣に最善策を提案し、
会長方針である『豊かな心を持とう！今こそ「絆」』を実践されました。そのお陰をもって、クラブ運
営が完璧に近い状況で幕を閉じることが出来ましたこと、心からの敬意とお礼を申し上げます。引き
継ぐ次年度花嶋実会長と川城孝夫幹事年度ですが、早々にコロナ禍が完全収束し、経験豊かな名コ
ンビとして計画通り恙なくクラブ運営ができますことを期待しております。思う存分にリーダーシップ
を発揮され、益々ご活躍されますことを念じて、心から激励させていただきます。最後に、次年度から川島治代さんが代表
世話人の任に就きますので、会員皆様にはご理解とご支援を宜しくお願い致します。2 年間に亘り、大変お世話になりあり
がとうございました。

■ 幹事離任挨拶　本橋和也 幹事
　皆さんこんばんは！今年度 21～ 22 年度の千葉西 RC 今野会長の下、幹事を務めさせていただき
ました本橋でございます。過ぎてしまうと、長い様な短い様な 1 年ではありましたが、大した事が出
来なかった幹事ではありましたが、コロナ禍の 1 年間、ご理解とご協力いただきましたこと、先ずは 
心より感謝申し上げます。「ありがとうございました」。
　この 1 年を振り返りますと、今年度の千葉西 RC テーマは「豊かな心を持とう！今こそ絆」と、今
野会長よりクラブ方針のテーマを掲げられました。幹事として、このテーマに沿ったクラブ運営に、
会長補佐に励むという事でスタートし、幹事の心がけとして3つのテーマを掲げました。
　① ロータリアンとして《豊かな心を持つために》「初心忘れるべからず」
　② 游学から《絆》づくりをするために、「出席したくなるクラブ運営」をします。
　③ ロータリアンとして「四つのテストを誰でもいえるクラブ創り」。
この 3点を掲げたわけですが、全体的には、やはりコロナの影響があり、例会の休会、zoom例会、各委員会の活動の中止や、
人数制限などがかかり、思うように実践できなかった 1 年であり、又、出来なかったからこそ、諸先輩からのご指導の上、
千葉西 RC として自クラブへの例会出席の大切さ、例会出席から生まれる親睦を深めながら「成長する絆というもの」を改
めて知らされた、足元を見直す1年でもありました。
　そして、今野会長におかれましては、通常例会や委員会活動、対外活動が思うように出来なかった事は、クラブ運営に対
し会長として、今野カラーをどう染めていくか？どう親睦を深め、どう絆を育むか？どう会員の皆様に楽しんでいただくか？
常に試行錯誤の繰り返しの 1 年に見受けられました。本当に微力な幹事でしたが今野会長の下、千葉西 RC 幹事を務めさ
せて頂いたことに、反省をしながらも感謝と敬意を表します。今野会長！「本当におつかれさまでした」。
続いて先に反省点を二つ挙げます。
　① 社会奉仕委員会　野城委員長「すみません！」JR稲毛駅前ふれあい花壇に、予定がつかず1度も参加できませんでした。
　② ロータリアンとして「四つのテストを誰でもいえるクラブ創り」の実践が、タイミングをつかめないまま最期を迎えて
しまいました。これは、クラブ奉仕委員会・SAA・親睦委員会としっかりと段取ればよかったと反省しています。
　そして記憶に残るのは、親睦委員会 前田委員長による、国際奉仕とはなりませんでしたが、社会奉仕を兼ねた親睦旅行
ではないでしょうか？私としては初めてのクラブ親睦旅行でもあり、地元獅子吼園表敬訪問、笠森観音での御祈祷・鴨川市 
自慢のホテル 吉田屋鴨川館での 1泊・クルージングディナー・最後に前野さんのお陰で深まった絆でした。無いに越したこ
とはありませんが、あれはあれで結果的には記憶に残したよかった記録になったと思います。係った皆様方、「本当にお疲れ
様でした」。
　最後に、その他活動として、ポリオデーを兼ねた地区の 3 つのプロジェクトや忘年例会・炉辺会談・3 か国書画交流事業
などご紹介したいことが沢山ありますが、私としては御礼の一言です。
　つきましては、ご尽力頂いた各委員会の委員長並びに委員の皆様、理事・役員の皆様・会員諸先輩の皆様、事務局の森
川さんのメールや LINEでの弛まない情報発信など、最後までご協力とご理解を頂き、ようやく良い加減で いい感じ（幹事）
で終えることが出来ました。
　最後の最後に、１年を振り返ると、皆様のお陰を持ちまして、今野会長と共に千葉西ロータリークラブの歴史の 1 ページ
に私も、どうにかこうにか残ることが出来ました。
　あらためて千葉西 RC 全会員の皆様に感謝と御礼を述べさせていただきます。「1 年間ありがとうございました」。次年度
青少年奉仕委員長として頑張ります。

■ 会長離任挨拶　今野文明 会長
　皆様、一年間、大変お世話になり、誠にありがとうございました。このコロナ禍だったからこそ、
改めて強く感じたのかもしれませんが、やはり今のこの世の中「おかげさま」の精神で成り立ってい
るんだなと強く感じた一年間でした。我々、日本人は昔からこの「おかげさま」という言葉の中に全
てを集約してきたような気が致します。
　全ての会員の皆様一人一人にしっかりと、心を込めて、お礼を言いたいところですが、そんなこと
をしていたら時間がいくら有っても足りませんので、まとめて言います。頼りになる役員の皆様、頼
もしい理事、また全メンバーの皆様、そして常に私を支えてくれました、本橋幹事と森川さん、全て
の方にこの場をお借り致しまして、心より感謝を申し上げます。ありがとうございました。
　私は聞かれると迷うことなく、この人が私の「人生の師」だと、胸を張って言える方がいます。
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その方は、27 歳で独立をして、ある業界の新しい団体を作り上げました。けして、メジャーな業界ではないので、笑われ
るかもしれませんが、その時私は小学生の低学年でした。しかしながら、その方の「一つ一つの言葉」に影響を受けました。
　その後もその方の「生き様」次は何をするんだろう、次は何をしでかすんだろうと、経営者という観点からも、その方の「一
挙手一投足」から、まったく目が離せなくなってしまいました。私は 25 歳の時に、今の会社を設立致しましたが、何度か
問題にぶち当たるたびに、その方だったらどうするだろう、その方だったらどう乗り切るだろうといつも考えてきました。
最後に、私にとっては「四つのテスト」と同じぐらい大切なもの、その方が愛した『道』という詩を、朗読をして終わりにします。

この道を行けば、どうなるものか
　　危ぶむなかれ、危ぶめば道はなし
　踏み出せば、その一足が道となり、その一足が道となる
　　迷わず行けよ、行けばわかるさ　

以上でございます。
一年間、本当にありがとうございました。
感謝、申し上げます！

■ 次年度会長挨拶　花嶋　実 次年度会長
　今野会長・本橋幹事におかれまして本年度もあと3日で終わり、1年間のご慰労を申し上げます。
　振り返ってみますと、新型コロナウイルスのオミクロン株の大流行により、まん延防止期間の実施
及び、その延長が繰り返され、社会生活において制限が多々ある状態でありました。当クラブ運営に
おかれましても例会理事会委員会等の実施は zoom 等の非対面方式で行う必要があり、今までにな
い手段及び方式を考えなければならない難しい局面であったと回想します。
　その中において、今野会長及び本橋幹事は、難しいクラブ運営の局面を乗り越え、まん延防止が
解除された今年の 5 月以降、短期間ではありましたが対面方式の例会復活、親睦活動、炉辺会談等
をとおして、堰を切ったように活発な活動を実施していただきました。これこそが、豊かな心を持とう！
いまこそ「絆」にあらわされた活動であったと思うところであります。
　今年一年、いろいろと考えさせられる年でありました。今野会長及び本橋幹事におかれましては、
決断に迷い悩んだ時も沢山あったと思われます。いろいろなことに耐え忍ぶ我慢のご苦労をお察しいたします。会員のため
に安全に千葉西ロータリーを導いていただき、ありがとうございました。感謝の意を伝えお礼を申し上げます。
　次年度から私、花嶋と川城幹事の年度が始まるわけではありますが、今野会長、本橋幹事におかれましては、今年度の
余力を私たちの会長幹事にお与えくださることをお願いし、ご慰労のあいさつといたします。

■ 次年度幹事挨拶　川城孝夫 次年度会長
　今野会長・本橋幹事そして千葉西ロータリークラブ会員の皆様、1年間お疲れさまでした。今年度
も新型コロナウイルスの影響で、予定通りに開催できなかった数多くの事業がありましたが、その中
心におられた皆様のご労苦は如何許りかと拝察いたします。その中で、会員相互の絆が一層深まり、
充実した時間も得られました。
　さてまだ先のことだと思っていた次年度をまもなく迎えます。現在の正直な心境は、1 年間無事に
送ることができるか不安なところもあります。花嶋会長の会長方針を実現するためには、皆様のご協
力が不可欠です。皆様方のご協力を賜りますようお願い申し上げます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。
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クラブ広報・ロータリー情報委員会   【委員長】桜井隆宏  【副委員長】海寶勘一  *高橋健一郎  【委員】嶋田　悠  *野城隆憲  *北村悠介  *中村武弘  *川﨑美嘉子
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■ 次週プログラム
　7月5日（火）新年度初例会
　「就任の挨拶」　花嶋　実 新会長
　 　川城孝夫 新幹事
12:30点鐘 千葉スカイウインドウズ 東天紅

47

47 0 7 83.72 1,139,000

86,000100.0047 1
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 ニコニコBOX
 ・今野会長…皆さま一年間、誠にありがとうございました。心より、感謝申し上げます！
 ・本橋幹事…一年間ありがとうございました！
 ・花嶋…今野会長、本橋幹事ご苦労様でした。
 ・川城…今野会長、本橋幹事 1年間お疲れさまでした。森川さんマーベラス！
 ・山本、西川、海寶、宮川、遠藤平、川島、藤崎、野城、花光、前野、白井、須藤…
                                               今野会長、本橋幹事お疲れさまでした。花嶋新会長、川城新幹事、頑張ってください。
 ・花嶋…今野会長、本橋幹事ご苦労様でした。
 ・川城…今野会長、本橋幹事 1年間お疲れさまでした。森川さんマーベラス！
 ・野口アキ子…今野会長、本橋幹事、一年間お疲れさまでした。
                                    今日は、政令指定都市移行 30周年記念第 107 回千葉市地域社会貢献者感謝状を頂きました。
 ・北村…会長、幹事をはじめ皆さま一年間お疲れさまでした。
 ・前田…皆様のご協力で無事に委員長を務められました。一年間ありがとうございました！
 ・遠藤あけみ、桜井、高橋、川﨑…今野会長、本橋幹事、一年間ありがとうございました。

■ 退会のご挨拶　武田逸朗 会員
　みなさまには色々とご指導頂きまして感謝で一杯です。みなさま体調にはご留頑頂き頑
張って下さい。わたくしも皆様よりご指導頂きました事をこれからの人生に生かしていきた
いた思います。千葉西ロータリークラブの益々の発展とご活躍を祈念申し上げます。

■ 幹事報告
 ・慰労激励会中に数名の方に4つのテストをしていただきます。

■ 委員会報告
 ・須藤青少年奉仕委員長　インターアクト指導者講習会の報告
　大風の中館山の地で指導者講習会が開催されました。当クラブからは、私須藤と本橋会
員、中村会員の三名で参加して参りました。講習に始まり充実した指導者講習会でした。
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